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三学期も『がたばιl春しょう』
10日 の始業式に引き続き、 11・ 12日は『書初め大会』。 1宇 1字心を込めて書き

あげました。6年生の「あいさつ運動」も始まりました。三学期の「めあて」もしっかり

決め、どの子もエンジン全開の 1週間でした。

6年生が『 あいさつ運動』 (1 月 11日～ 2月 7日 )
「みんなが気持ちの良い挨拶を進んでできるようになりた

い。 6年生が下級生のお手本になろう。あいさつは、心と心

をつなぐもの」と、 6年生による「あいさつ運動月間」が始
まりました。

1月 11日 の朝から2月 7日 まで、六年生がグループにな
って校門に立ち、登校してくる子どもたちに対して元気のよ

く朝の挨拶をする活動を進めることになりました。

あと3ケ月で卒業する六年生。6年間お世話になった第六

葛西′lヽ学校に残していけるものはないかと相談をするなかで

「物」ではなく「心」を残しておこうということで、4年前

オアシス あいさ

から「あいさつ運動月間」が始められ、それが伝統の活動となりました。

11日 (水 )の朝、さつそく西門と東門に分かれ、朝の挨拶開始されました。最初は、
照れくささもあったようですが、次第にしつかりした挨拶になっていきました。登校して

くる子どもたちも10日 の始業式の時に、生活指導主任の小松先生から「あいさつ運動」
のことを聞いており、明るく「おはようございます」と挨拶を返していました。
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学校になっていく。そのきっかけに六年

運動会で全校を圧倒した力強い124人の組体操の「ピラミッド」
の成功、音楽会で会場を魅了した合唱「ウエストサイド物語」や「マ

ンボ !」 の演奏、代表委員会やクラブ、委員会活動など、いつも全校

の先頭にたって頑張った六年生。「あんな六年生になりたい」とみん

なが慕った六年生。「素敵な六年生、頼りになる六年生」としての六

年生の活動ぶりは、きつと良き伝統として子供たちの心にのこり、引

き継がれていくことを確信します。

②はようございます

⑦りがとうございます

②つれいします

Oみません
⑤かるく

〇つも

③きに

◎づιすて

(緊張の面持ちで「始業式」



一 学 期 の
中
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『 明るく
3学期も引き続き、「①明るく楽しく、学ぶ楽しさ、分かる楽しさが得られる学校          oゲ ストティチヤーなどを積極的に授業に活用し、子どもたちの知的好奇心をいっそ

②子ども同士のかかわりの中で、思いやりの心や協調性など、心を育む学校 ③家庭や地         ぅ高める授業を展開します。

域と連携し、信頼される学校」の3点を重視し、全教職員の叡智と協力、共通認識のもと        o学 年 。学級活動を充実させ「居所のある学校」づくりを進めます。

に教育活動を展開していきます。                                    。「マラソン大会」 :2月 15日  。「たてわり班お別れ会・給食」 :3月 7日
。PTA、 六雄会「もちつき大会」 :1月 14日 (土 )

回 卒業・進級を中心に子どもたちが躍動する取り組みを進める                     。「ろくつこクラブ」2月 11日 (土 )
1)集団の良さを実感できる活動を展開します
○卒業 。進級に向けて、たてわり班活動や全校的な活動、学級・学年のまとまりを強      □ 一人一人のよさを引き出し、子どもたちの内面に迫る指導を進める
める活動を重視し、一体感や連帯感を作り出します。                     どの子も成長過程であり、発展途上人です。生活のルールや規範意識なども学習過程で

○子どもたちの手でやりあげることを重視した活動を進めます。                す。効果や結果はすぐに出るものでもありません。「子どもに間違いはあるもの。そこか
。ウインタースクール (5年):2月 29日 (水 )～ 3月 3日 (土)           ら学習する」という認識で、「繰り返し繰り返し指導する」「説得と納得の指導」によ

・ 6年生を送る会や「たてわりお別れ会」 :3月 7日 (水)               り、「子ども同士のかかわりの中で、思いやりの心や協調性など、心を育む学校」づくり

2)次の学年にむけた『めあて』を持たます                         を進め、子どもたちの健全な育成を図ります。

○中学体験入学・卒業式関連行事や入学式関連行事、「送る会」など、卒業期、進級        o「 不登校・登校しぶり」など、家庭との連携を密にして対応します。

期の取り組みを通じて、中学校への進学、次の学年への進級の意欲化を図ります。         o「 ぃじめは絶対に許さない」の決意のもと、人権尊重の精神を培い、人間としてあ

るべき価値観、
｀
「集団生活のおけるルール」「市民道徳」など、規範意識の高揚に

□  『学力向上』を学校教育の中心課題として取り組みを進める                     努めます。

引き続き「基礎的・基本的な事項」の徹底を図るとともに、習得したことを活用して課        o「 楽しい学校」「居場所のある学校」をめざし、様々な教育活動を通じて、児童理

題解決を図るための必要な思考力、判断力、表現力などを育み、学んだ知識や技能を使っ         解を深め、一人一人の良さや頑張りが発揮でき、達成感や充実感、自己肯定感など

て活用する活動や読み取つたことに対する自分の考えをもって表現する活動など、国語科         が育まれる学級 。学年づくりを進めます。

で学んだ国語の力を他教科で生かす工夫を大いに進め、「確かな学力」の伸長といっそう

の定着のため取り組みを強めます。                               国 『読書活動』を旺盛に進める
○何よりも学習意欲を高めることに向けて全力を傾注します。「褒めること」「分か        o「 読書の好きな児童の育成」の校内研究の成果と教訓、手法などを明確にし、次年

りやすく教えること」ことを通じて「明るく楽しく、学ぶ楽しさ、分かる楽しさが         度から本格実施となる『読書科』に引き継ぎます。

得られる学校」への努力をいっそう強めまます。                       o読 書活動の『学校応援団』、「読み聞かせ」ボランティア、「ろくっこぶつくま

○「確かな学力向上の向上」を図るため、「①基礎基本の徹底 ②考える力の育成」         ま」の協力を得て、読書活動のいっそうの活発化を図ります。

など『 しっかりした学力」を高め、楽しく分かる授業の工夫、改善をいっそう図り

ます。また、どの教科でも思考力・判断力、表現力を高めるための教材開発や工夫      回 ジャナジョティ小学校との姉妹校交流を地域と共に推進する
を図ります。                                        o財 政的な支援を引き続き進めるため、2月 に「ユニセフ募金」を取り組みます。

○校内研究「′さを豊にし、学ぶ力を育てる読書活動」の研究成果を授業に活かし、読

書を好きな子の育成を図ります。                             日 安全 。安心な学校づくり
。学校公開日 :1月 21日 (土) 。家庭学習週間 :1月 16日～25日          防犯、交通安全、火災、地震など、防災に関わる取り組みを通じて、自らの命を守る資

・授業研究 :2月 1日 (水):5年 3組  。第 3回漢字検定 :2月 4日 (土)       質の向上を図ります。

回  『学校が楽しい』と実感できる学校づくりを進める
「楽しく学べる」「より良い人間関係が作れる」ことは子どもたちにとって大事な教育

環境です。自信や意欲、自己肯定観等はこうした中で育まれることになります。「学校が

楽しい」と実感できる教育活動を大いに進めます。

優しく 元気よく』の精神で     鏃蔀動をいっそう権します。


